
T.P.+4m
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6.3  環 境 ・ 利 用  

 

環境に関する指標において、指標に設定した範囲の範囲外となった項目は、調査

実施 12 項目中 9 項目（底質、付着生物、幼稚仔、底生生物、魚介類、植生断面、コ

アジサシ、アカウミガメ、固結度）であった。 

利用に関する指標において、指標に設定した範囲の範囲外となった項目は、調査

実施 2 項目中 0 項目であった。  

以下に、設定範囲外となった指標についての分析結果を示す。  
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6.4  目 視 点 検  

 

目視点検において、養浜・覆土地形の変化、埋設護岸の変状につながる可能性の

ある事象（サンドパック、アスファルトマット、グラベルマットの露出）を確認し

た。 

以下に、設定範囲外となった指標についての分析結果を示す。  
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